



























































































































項　　目 初回 3冒 5胃 7〕 10脚 13騨 19切 23胃 27W
体重lk‘1 52．7 51．5 50．9 50．6 50．5 49．4 47．5 47．3 46．5
B閣1（kg／日2） 23．8 23．3 23．0 22．9 22．8 2Z．3 21．5 21．4 20．7
鷲FATl罰 30．6 30．3 29．4 29．5 29．7 28．7 2a．4 28．6 2ε，1
FATほ巳1 し5．1 15．5 14．9 14．9 15 14．2 13．5 13．5 13
L貼田kg） 35．6 25．9 35．9 35．る 35．5 35．2 34 33．7 33．4
水分1口 28 27．5 27．4’ 27．2 27．1 Z5．8 26．2 26．1 25．8
皮脂厚和仙司
SK2 49 零 ， ぴ ● “ 42．5 37．5 38
SK3 80 奪 ● 辱 ● 奪 64 58 56
周怪囲lc司
上腕囲 27．5 亀 亀 ， o “ 23．5 25．5 25
胸　囲 85 噛 ホ ● 虐 ， 78．5 78 78
騨a五st 7監 蓼 尊 ● 喚 ホ 65 54．7 63．8
腹　囲 85 ホ 噛 專 o ■ 78．7 77．8 72．5
Hip 91．5 噛 ● 趣 ■ 零 67 87 84．5
轡aist／”ip o．”6 ● ● ● ‡ o 0，747 0，744 0，755
上腕筋囲lc叫 19．2 申 尊 ホ 尊 準 16．4 19．2 ：8．9
表2　症例2における身体組織および各測定値などの変化
項　　目 初回 11郭 151 19口 23冒
体重1』‘｝ 65．8 57．9 55．7 55．2 54．6
8閣Ilh6！■21 33 28．5 27．9 27．4 27
XF肛〔割 34．0 33．了 33．2 33．： 32．9
FAτlkg〕 22．7 19．5 18．4 16．3 17．9
L融断L61 “．1 38．4 37．2 36．9 35．6
水分ILl 34．4 30 29 28．8 28．5
皮脂厚和1．副
SK2 77 53．5 44 46．5 44
SK3 117 78．5 69．5 69 67
周径囲lc■）
上腕囲 3匹．4 28 26．5 26．5 26
胸　　囲 97 90 86．5 54 87
騨aist 84 75 72．5 72 71．5
腹　　囲 91 81．7 83 79 79．5
Hip 99 92 90．5 90．5 88．5
loi8t／闘io 0，546 o，815 0．80星 0，796 0，808

































































項　　目 初回 2響 “ 5物 9聴
体重《㎏1 113 108 m5 103 100
∬粥ほ9ノず1 47．2 45．5 44．3 43．0 41．9
覧FAT｛割 ユ9．4 38．匹 39．2 35．0 36．8
FATlk脇1 44．5 41．9 ‘1．且 37．1 36．8
lB踊（鼠61 68．4 66．豊 53．8　・ 65．9 63．Z
水分1島 52．8 50．9 49．3 50．4 48．4
皮脂厚和（闘1
SK2 89．5 60 55．5 54 6工．5
S区3 123．5 90 82．5 79 84．5
周径囲lc司
上腕囲 39．5 3G．5 39．5 39 37
胸　囲 132．5 150．3 126．3 125．7 124．5
”Bist 127．5 工25 122．5 121．5 121
膿囲 137．5 136 125．5 肛28。5 132
Hip 137．5 133．5 131．5 肛33．5 130．5
冒aisし／田p 0，927 0，936 o．93～ 0．9呈 0，927
上腕筋囲（cの 27．1 30．7 32．4 32．旦 2B．4
（喀）
減一5
少
し
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量一10
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　　　　　246BIO（週）　　 　 　期　間
図3症例3における体重・FAT・LBMの推移
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肥満者の治療経週中における身体組織の変化
V．考察
　肥満の治療中にFATやLBMなどの減少
程度を観察することは減量を安全に行なうた
めに必要である．最近では実用的で簡便な体
脂肪測定器が開発されており，今回そのなか
の近赤外線法によるFITNESS　ANALYZER
BFT－3000にて減量前後の身体組成の変化を
検討した．
　まず，BFT－3000で算出されたFATの減
少が減量した体重に占める割合をみてみると，
症例1ではFATは3，1kg減少し，減量した
体重の50％，症例2ではFATは4．8kg減少
し，減量した体重の39％，症例3ではFAT
の減少は7．7kgで，減量した体重の59％であっ
た．肥満の治療はエネルギー出納を負の状態
にすることであり，そこでエネルギー出納量
からFATの減少を算出してみると症例1で
は1．9kg，症例2は4．6kg，症例3では16．Okg
であった．この量とBFT－3000によるFAT
の減少量とを比較してみると，症例2は両者
は近い値であったが，症例1および症例3で
差がみられた．このことにっいては今回はあ
る一定の期間しか摂取エネルギー量および消
費エネルギー量の測定しかできなかったので
正確とはいえない．
　FATの減少にっいては身体組成とともに
あわせて皮脂厚および周径囲の変化も測定し
総合的に検討することが重要と考える．そこ
でFATとの相関が高いとされているBMIに
っいてみると3症例ともに減少していた．ま
た，皮脂厚，特にSK3の変化も症例によっ
て違いはあったが，治療開始前の6割から7
割程度に減少しており，FATの減少も概ね
比例していた．
　次に，3症例ともにFATのみが減少した
わけではなく，同時にLBMも減少している
ように算出された．肥満の治療はFATを効
率よく燃焼させ，しかもLBMの減少をでき
るだけ少なくすることにある．症例1は減量
した体重のなかでLBMの減少が占める割合
は50％，症例2では61％，症例3は41％と算
出された．他の体脂肪測定器を用いた減量中
の身体組成の観察でもFATとともにLBM
も減少しているように報告されている6）7）8）
が，BFT－3000で測定したLBMの減少率は
他の機種よりも多いように思われる．LBM
中の72％は水分で構成されているといわれて
おり9），減量したLBM中の水分量のしめる
割合は症例1では69％，症例2は79％，症例
3では85％と算出された．このようにLBM
の減少のほとんどが水分であることが推測さ
れた．また，今回は蛋白の喪失にっいて特別
な測定はしていないが，筋蛋白の消耗程度を
知るために上腕筋囲を用いて減量前後の値を
比較してみた．この方法が正確かどうかは別
として，この指標によると3症例ともに大き
な変化はなく，筋蛋白の喪失はなかったので
はないかと考えられた．
　今回の3症例においてFATの減少は減量
した体重の4割～6割を占めており，同時に
LBMの減少もみられたがその7割～9割が
水分であった．今回LBMの減少は減量した
体重に占める割合が従来からいわれているよ
り多いように思われたが，その理由は現在の
ところ不明である．LBMの減少にっいては
今後さらに症例数を増やし，また他の体脂肪
量測定方法ともあわせて検討していきたい．
　本論文の要旨は第1回西日本肥満研究会に
おいて報告した．
文　献
1、浦田秀子，大塚健作，西山久美子，勝野
　久美子，福山由美子，田原靖昭，綱分憲
　明：近赤外線法と水中体重法による体脂
　肪率の比較．長大医短紀要，5：15－22，
　1991．
2．勝野久美子，西山久美子，浦田秀子，福
　山由美子，大塚健作，田原靖昭，綱分憲
　明：近赤外線法，インピーダンス法と水
一113一
浦田　秀子他
　　中体重法による体脂肪率の比較．第13回
　　日本肥満学会記録，250－252，1993．
3．金昌雄，岡田正，井村賢治，山崎芳郎
　北爪博文，山本賢司，福岡正英，土居信
　吾，井上淑雄，川島康生：身体計測．医
　学のあゆみ，120：387－395，1982。
4．山田誠二，馬場快彦：加速度計を利用し
　　たカロリーカウンターによる身体活動エ
　　ネルギー量測定の有効性．産業医学，32；
　253－257，　1990．
5．日本肥満学会肥満症診療のてびき編集委
　員会：肥満症　診断・治療・指導のてび
　　き．医歯薬出版，東京，1993，pp147．
6．久保敬二，高科成良：肥満NIDDM患者
　　におけるVLCD療法前後の体脂肪量変
　動の検討．第13回日本肥満学会記録，
　287－288，　1993．
7．宮崎滋，井川茅野，長谷和正，川村光
　信，安藤矩子＝DEXE法を用いたVLCD
　療法による体脂肪減少量測定の検討（第
　　2報）．第13回日本肥満学会記録，285－
　286，　1993．
8．岡嶋泰一郎，那須百合子，加藤堅一一＝超
　低カロリー食療法中の体構成成分の変動
　　にっいて一BFT2000フィットネスアナラ
　　ィザーを用いての検討一．第12回日本肥
　満学会記録，54－55，1992．
9．小宮秀一，佐藤方彦，安河内朗1体組成
　の科学，朝倉書店，東京，1988，pp4－
　20．
一114一
